
豚インフルエンザへの対応について

敬愛大学の学生、教職員および保護者の皆様へ

世界保健機関（WHO）は、日本時間 4 月 28 日早朝、メキシコ・アメリカを中心に感染

が広がっている豚インフルエンザについて、警戒レベルを「フェーズ３」から「フェーズ

４」に引き上げることを発表しました。これにより、豚インフルエンザは「新型インフル

エンザ」と同等のものと扱われることになります。

今後は、WHO,厚生労働省、文部科学省の判断に基づき、敬愛大学としての対策を検討し

発信してまいりますので、皆様のご協力をお願いいたします。

■感染の拡大防止のため、以下の点にご留意ください。

豚インフルエンザ関連情報・・・・・最新情報にご注意ください・・・・・

国 内

首相官邸 ＜豚インフルエンザへの対応＞ http://www.kantei.go.jp/jp/kikikanri/flu/swineflu/index.html

外務省海外安全 HP http://www.pubanzen.mofa.go.jp/

厚生労働省 【健康】＜緊急情報＞ http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/index.html

厚生労働省検疫所 http://www.forth.go.jp/

国立感染症研究所 感染症情報センター http://idsc.nih.go.jp/disease/swine_influenza/index.html

東京都感染症情報センター http://idsc.tokyo-eiken.go.jp/diseases/swine-flu/index.html

海 外

WHO(世界保健機構） http://www.who.int/csr/disease/avian_influenza/en/

１． 感染地域への渡航を予定されている方は、報道等より現地の最新

情報の入手に努めつつ、事態が沈静化するまでの間、渡航の取り

やめも含めご検討ください。また、可能な限り事前に大学にご連

絡くださるようお願いいたします。

２． やむを得ず感染国に渡航される方は、感染者の咳やくしゃみによ

る感染を防ぐためマスクをし、手洗い・うがいを行ってください。

３． 渡航先で発熱や咳などの症状が出た場合は現地の医療機関をす

みやかに受診してください。帰国時にインフルエンザ様の症状が

見られたときは、検疫所または保健所に相談してください。

４． 帰国後も１０日くらいは咳・発熱等の体調に留意し、万が一症状

が出た場合はすぐに登校せず、大学に電話連絡を入れるととも

に、最寄りの保健所に電話で相談してください。


